


2. 適用例

2. 1 施工実績

タフネル垂直ドレーン材は、 ， 75年に、スパンボンド法不織布単体としては世界で初めて開発

された排水材で、ある。

， 76年千葉県浦安市のディズニーランドの地盤改良工事を手掛けてから、 ， 91年まで約 3，000万

m以上の実績がある。

しかし、最近地盤改良深度が25m以上最大で'35mまで打設するケースも多くなり、排水性能を

より向上した垂直ドレーン材タフネルGXを，92年に上市

した。

タフネルGXの '92年から，94年までの施工実績は約

1， 100万mである。

本工法は、臨海、内陸の軟弱地盤改良工事に用いられて

いる。

タフネル GXの '92~ '95年までの施工区域を表-2に

示したc

2. 2 施工管理方法

表 2 タフネルGXの施工区域

施工区域
卜十一

ト

臨海埋立
宅地造成
道路
その{也

計

比率(%)

6 0 
2 0 
1 0 
1 0 
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タフネルGXを軟弱地盤内に設置する場合、 ドレーン材の共上り現象や破断などの施工不良を

次の 2つの施工管理方法で・対応している。

(1)パックテンション方式(陸上管理)

打設機のタフネルGX取付装置に付帯されている打設長、共上り量検出器で管理する方式。

(図-1参照)

.施工管理システム

図-1 パックテンション方式
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